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校長着任式／新任式／始業式
入学式／対面式・部紹介
新入生研修／ＰＴＡ総会

4月

上杉まつりへの参加
地区高校総体／中間考査
芸術鑑賞／避難訓練
前期生徒総会

5月

２学年インターンシップ（工業科）
期末考査／県高校総体6月

甲子園予選／終業式／学校見学会
全国高等学校総合文化祭
２学年インターンシップ（商業科）

7月

夏休み／始業式8月

地区新人大会／就職選考開始／中間考査9月
県高文祭／県高校新人大会
鶴城祭／創立記念式・記念講演会
WAKU  WAKU  WORK

10月

勤労体験（雪囲い設置）／修学旅行
生徒会役員選挙告示／期末考査11月

生徒会役員立会演説会・選挙
後期生徒総会／クラスマッチ／終業式12月

始業式
前期（特色）選抜
３学年学年末考査

1月

雪灯篭作成
１・２学年学年末考査
課題研究発表会

2月

卒業式
後期（一般）選抜
修了式
新入生オリエンテーション

3月

年間行事

夢は、
仲間と地域とともに。



　PTA会員の皆様、日頃より本校の教育活動への温かいご理解とご協力
を賜り、心より感謝申し上げます。
　本校は「進取、創造、敬愛」の校訓のもと、自ら進んで困難に挑戦し（進
取）、新たな価値や発想を生み出し（創造）、他者を尊重し思いやる（敬愛）
豊かな人間性の育成に努めております。
　不確実で変化の激しい現代社会を生き抜くために、生徒たちには日々
の生活の中で「考える」ことを絶やさないでほしいと願っています。例えば、
地域の課題解決に向けた探究学習において、インターネットの情報を鵜呑
みにせず、「なぜこの問題が起きているのか」「自分たちに何ができるか」自
分の頭で考え、結論を出しチャレンジとエラーを繰り返し
ながら主体的に目標に向かう姿勢がそれにあたりま
す。正解のない問いに対して自ら思考を巡らせ、失敗
と成功を経験することが、未来を切り拓く確かな力と
なります。
　今後とも、生徒たちが物事を深く考え、逞しく成
長していけるよう、皆様の変わらぬご支援とご協
力をお願い申し上げます。

　今年度の学校生活もいよいよ折り返しとなりました。１年生の皆さ
ん、鶴城高校での学校生活には慣れましたか？２・３年生のみなさん
もそれぞれ学年が上がり、勉強や部活動などに励みながら、日々の
　学校生活を過ごしていることと思います。今年度は、昨年度先輩方
が築いてくださった鶴城高校の基盤を受け継ぐ一方で、私たちだから
こそできる新しいことにも積極的に挑戦していきたいと考えています。
　学校生活下半期は、文化祭やクラスマッチなどの学校行事がたく
さんあります。普段の学校生活ではできない経験や、仲間と１つの目

標に向かって取り組むことができるのも、行事
の魅力だと思います。準備や練習を通して仲
間との絆を深め、１人ひとりが主体的に参加
することで、みなさんの思い出に残る行事
にしたいです。
　生徒のみなさんの声を大切にし、先生
方とも協力しながら、より明るく活気の
ある学校を築いていきます。

教頭　東　博一

校長　吉田 武史

　米沢鶴城高校が開校し、２年目を迎えました。校内の生徒の様子を見て
いると、米沢工業高校や米沢商業高校の制服を着ている生徒も３年生の
みとなり、少し名残惜しさを感じつつも、日々の生徒の活動により新高校と
しての米沢鶴城高校の歴史が一つ一つ刻まれていることを実感していま
す。
　さて、生徒の皆さんにとって、米沢鶴城高校での高校生活はどうでしょう
か。学習や資格取得に頑張っている人、部活動に打ち込んでいる人、趣味
に没頭している人など様々かと思います。高校生活はあっという間に３年間
が過ぎてしまいます。学習でも部活動でも趣味でも何で
もいいですので、自分は高校生活で「これをやったん
だ」と思えるものを残してほしいと思います。
　保護者等の皆様におかれましては、子どもから
大人へ成長するこの高校時代の生徒を、温かく
見守りながらご指導いただけますようお願いい
たします。

PTA会長　神保 真一郎

生徒会長　宍戸弓月

教頭　柴崎 洋一

　PTA会員の皆様には、日頃より本校の教育活動ならびにPTA活
動に対し、温かいご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
　また、本広報誌の発刊にあたり、ご多忙の中、企画・編集・取材な
どにご尽力いただいた広報委員の皆様、そして丁寧にご指導、ご支
援くださった担当の先生方に、心より感謝申し上げます。
　昨年、長い歴史と伝統を誇る米沢工業高等学校と米沢商業高等
学校が統合し、新たな「米沢鶴城高等学校」が誕生しました。本年度
は、米沢鶴城として歩み始めて二年目を迎えます。これまで両校が長
い年月をかけて築き上げてきた歴史や伝統、地域とのつながりは、
かけがえのない財産です。生徒の皆さんには、その歩みを大切に受
け継ぎ、先人たちの思いを胸に刻みながら、新たな米沢鶴城の歴史
を築いていってほしいと願っています。
　そして、統合は新しい可能性への大きな一歩でもあります。互いの
個性や経験を尊重し、力を合わせることで、これまでにはなかった新
しい価値や文化が生まれていくことでしょう。夢や目標に向かって積
極的に挑戦し、希望に満ちた未来を切り拓いてください。

　PTAといたしましても、学校・地域と力を合
わせ、生徒の皆さんの成長と挑戦を温かく
支えてまいります。米沢鶴城高校が、歴史と
伝統を受け継ぎながら、夢ある未来へ力
強く羽ばたいていくことを心より願ってお
ります。

　日頃より本校の教育活動へのご理解とご協力を賜り、心より感謝
申し上げます。
　今年度、山形工業高校から転任して参りました。米工・米商の歴史
と伝統を継承し、新たな時代への挑戦を両立させながら、地域に根差
し社会へ力強く羽ばたく人材を育む本校の責務の重さを、改めて身の
引き締まる思いで噛みしめております。
　生徒一人ひとりが自身の強みや可能性を見出し、何事にも活き活
きと挑戦できるよう、そして、多様な価値観の中で主体的に学びを深め
ていけるよう、一生懸命サポートしてまいります。
　生徒たちの笑顔があふれる学校づくりのために
は、学校と保護者の皆様が同じ思いを共有し、手
を携えて歩む連携が欠かせません。皆様のお力
をいただきながら、力を尽くしてまいりますの
で、今後とも本校の教育活動への温かいご
支援を賜りますようお願い申し上げます。

みなさんへ
メッセージ
みなさんへ
メッセージ

Voice

「考える」ことを絶やさない

２年目を迎えて
下半期の抱負

未来へ羽ばたく生徒を育成するために

歴史を受け継ぎ、夢のある未来へ



本校で生徒の皆さんの学びや学校生活を支える教職員は、何と総勢98名！
今回はその中から、各類の先生方や共通科目の先生方・学校司書をご紹介します！

School  Staff

私たちが皆さ
んをサポートします！私たちが皆さ
んをサポートします！

機械加工の基礎習得に向け学業
に励み、部活動は登山部に所属し、
全国制覇を目指して猛練習した。充
実した学生時代を過ごした。

高校時代に夢中だったこと

約30年の教員生活で一度だけ得
た「先生と同じ職に就きたい」という
生徒からの言葉は、今も私の誇りと
励みです。

生徒に言われて嬉しかった言葉

「塞翁が馬」です。 一見ネガティブな
出来事も、捉え方やその後の行動
次第でポジティブな結果へと変えら
れると考えているからです。

座右の銘
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野球に夢中、40分かけて自転車で
自宅から学校に通い朝練を仲間と
やり、平日部活、休日練習試合と休
むことなく動いていました。今では考
えられない。

高校時代に夢中だったこと

「板書の筆圧、こっ！」板書に拘って
いたころの生徒の一言。私にとって
の誉め言葉。今は拘ってません。

生徒に言われて嬉しかった言葉

「虎穴に入らずんば虎子を得ず」慎
重になりすぎる今の世の中、時には
大胆に行動すべき。と思って生きてき
ましたが最近はそれほどでもない。

座右の銘

高校生活の日常すべてが色濃く思
い出に残っています。工業の学び、野
球部、生涯の仲間。たくさんの失敗と
挫折を経験し、ほんの少しの成功体
験と経験値が私を支えています。

高校時代に夢中だったこと

在校生にはあまり言われた記憶が
ありません。卒業後に「先生がクラス
担任で良かった」と言われたときは
最高に嬉しかったです。

生徒に言われて嬉しかった言葉

「一期一会」つくづく人との出会いは
大切だと感じています。たくさんの方
の支えに日々感謝してます。
「凡事徹底」残りの人生、何気ない平
凡なことを非凡に極めたいと思って
います。

座右の銘
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私は高校時代、野球に夢中でした。
決して強くなく人数も少ないチーム
でしたが、短い時間で効率良い練
習を心がけ頑張っていました。

高校時代に夢中だったこと

生徒にわからない問題を教えてい
るとき、「わかりやすい」と言われた
のがとても嬉しかったです。

生徒に言われて嬉しかった言葉

目標が一日一日を支配するという
言葉です。常に高い目標を持ち、目
標達成に向けて相応の行動をとれ
るよう日々の生活を送れるように頑
張ります。

座右の銘

ソフトテニス（当時は軟式庭球）。当
時は部活動の時間制限がなかった
ため、平日はボールが見えなくなる
まで部活動を行っていました。

高校時代に夢中だったこと

米沢東高校の卒業式の日に、卒業
生から「芳賀先生の板書の字が一
番きれいだった。これからも頑張っ
て下さい。」と言われたこと。小学生
の時に書道を習っていて、三段を取
得しています。

生徒に言われて嬉しかった言葉

「努力」。自分の目標に向かって一
生懸命に努力する、そうすれば、目
標は実現すると信じています。

座右の銘

米坂線で通学していたので、本を読
むことが多かった気がします。待ち
時間や空き時間に開いてることが
多かったです。

高校時代に夢中だったこと

「実験が楽しい！、面白い！」などは、
ほかの教科では、できないことなの
で、うれしく思います。

生徒に言われて嬉しかった言葉

「you'll never walk alone．」社会に
出たり、新しい学校へ行ったりする
ことで、環境が変わったときの生徒
へのメッセージで使ってました。

座右の銘

部活動（スキージャンプ競技）に夢
中でした。高校３年生の時、地元山
形蔵王温泉スキー場でインターハイ
が開催されたので、県強化合宿も
数多く実施され２月の本番まで練習
を頑張っていました。

高校時代に夢中だったこと

「やった！できた！」体育教師なので
授業の中で出来なかった技や技術
が出来た時の喜びの声が１番嬉し
いです！

生徒に言われて嬉しかった言葉

「継続は力なり！」「努力は裏切らな
い！」勝敗だけでなく何事にも継続し
て取組んだ努力が大きな自信にな
ると思います。

座右の銘
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“昭和カルチャー博士ちゃん”として、
昭和の音楽や映画、文学に没頭し、
当時ならではの表現の魅力を味
わっていました。

高校時代に夢中だったこと

「本を借りたのは小学生以来だった
けど、普通に面白かった！」読書から
離れていた生徒の言葉に感銘を受
けました。

生徒に言われて嬉しかった言葉

「行動することが生きることである」
（宇野千代）：迷う前に行動し、本や
人との新しい出会いを広げたいか
らです。

座右の銘



この授業のおもしろいところ・やりがいのある活動は？
●普段目にする機械やモータなどのしくみ、入力・出力・損失
などの計算方法を学ぶことができる
●学んだことを日常生活や資格取得に活かせる
●幅広くて一つひとつ理解していくことは難しいが、一節が終
わるごとに、全体を理解できたことへの達成感が大きい。
●公式をしっかり覚え、テストで計算問題を解けるとやりがい
を感じる。

授業を通して身についた・身に付けた力は？
●電気実習の内容と関連付けて考えることができた。
●電気機器のしくみや扱い方

電気情報類の魅力を一言で表すと？
●普段何気なく使っている身近な電気の知識を基礎から難し
いことまで得られる
●生活インフラを支えるための知識を学習できる。
●電気やプログラミングについてわかりやすく実践的に学べる
●ものをつくることの面白さを学べる

Our Classes

電気機器に関わる電気エネルギーを活用する力の向上をめざし、工業技術の発展に主体的
かつ協働的にとりくむ態度を養う。
電気主任技術者試験の内容にも関わりがあり、試験合格の一助になれば良いと考えている。

この授業で大切にしていることは？
機械設計の序盤は数学や物理と共通する部分が
多く、数式も多く登場して難しいかもしれません。式
の意味合いや本質的なところをかみ砕いて説明し
たり、機械に関わる数量感覚について考えたりする
ことを大切にして授業しています。

授業を通して、生徒にどんな力をつけてほしい
ですか？

実習や課題研究などのものづくりのなかで知識を
活用できてこその機械設計だと思うので、主体的に
取り組み、論理的に考える力を授業の演習で身に
付けて欲しいです。

電気情報類
電気機器

【 授業の目的 】

１年１組

仁科 光貴 さん

担当教員 小野 智史 先生

Q

Q

この授業のおもしろい・やりがいのある活動は？
工業科の設計ならではの計算が今まで習ったもの
とは違い新鮮で様々な公式で問題を解き答えを求
めることにやりがいを感じます。

これまでの授業を通して身に付いたと思う力は？
いままで答えを求めることができなかった角度や、
物の運動の力を計算で求めるられるようになり、電
卓を使った難しい計算もできるようになりました。

これから、この授業を通して身に付けたいこと
や頑張りたいことは？

積極的に授業に取り組み公式を覚えて、基礎知識
をつけ、今後の機械設計の授業や他の授業に活
かせるようにしていきたいです。

機械類の魅力を一言で表すと？
機械に関する様々な学習を
受けることができ、技術や知
識を身につけられることが魅
力だと思っています。

Q

Q

Q

Q

機械に働く力や仕事、材料の強さ、機械要素
等について学ぶことで、工業製品を合理的
かつ創造的に設計する能力を養います。

この授業で大切にしていることは？
公式や計算問題がとても多いが、計
算ミスを無くし、嫌がらずに行うことが
できるように心がけている。生徒のみ
んながわかるようになって、半径100㎞
幸せで満たしたいなあ。

授業を通して、生徒にどんな力を
つけてほしいですか？

近年は電気自動車の普及が進み、
モータの開発も技術革新がみられる。
しかしながら基礎学問は時代の移り
変わりによって変化することはない。将
来にわたってこの授業の内容を活用
できるようにしてほしい。

機械類
機械設計（１年）

【 授業の目的 】

担当教員　金子　豊 先生

Q

QQ

Q

Q



各コースの授業紹介各コースの授業紹介

地図を作る「測量」や道路や橋などを造る
「施工」など、社会生活していく上で重要な基
盤を整備する授業を実習を通して分かりやす
く、『熱（情熱）・意気（使命）・協力』を持ち、土
木技術者の育成を目的に取り組んでいます。

この授業で大切にしていることは？
ものづくりの達成感や充実感を経験すること

授業を通して、生徒にどんな力をつけて
ほしいですか？

チームワーク：土木の仕事は、一人では出来
ない事がほとんどだから

建設環境類
課題研究（３年）

【 授業の目的 】

３年４組

小笠原 陵翔 さん

担当教員　小関 弘成 先生Q

Q

この授業のおもしろい・やりがいのある活
動は？

自分たちでテーマを決め、仲間と協力しながら
研究や実験に取り組めることです。実際に自分
たちで考えて活動することにやりがいと面白さ
を感じています。

これまでの授業を通して身に付いたと思う
力は？

自分たちで課題を見つけ、解決するために考え
て行動する力が身につきました。また、仲間と協
力して取り組む力も身についたと感じています。

これから、この授業を通して身に付けたい
ことや頑張りたいことは？

自分たちで決めたテーマを詳しく調べ、実験や
制作を通して知識や技術を身に付けたいです。
上手くいかない時も原因を考え工夫し最後まで

研究をやり遂げたいです。

建設環境類の魅力を
一言で表すと？

自分たちで考え、実際に
挑戦できるところ

Q

Q

Q

Q

1年7組

瀬野 壮太 さん

経済の仕組みやビジネスの基本マナーを
学び、将来社会で自立して活躍するため
の基礎力を養うことです。

この授業で大切にしていることは？
正解を覚えるよりも、なぜそうなるのかを考えること
や、他者の意見に耳を傾け、対話する姿勢を大切
にしたいと思っています。失敗を恐れず、自分の言
葉で試行錯誤できる安心・安全な授業づくりを心
掛けていきます。

授業を通して、生徒にどんな力をつけてほしい
ですか？

与えられた情報を鵜呑みにせずに、多様な視点か
ら物事を分析する批判的思考力です。また、答えの
ない課題に対し
ても、他者と協働
しながら解決策を
見つけ出せるよう
な力を身につけ
てほしいです。

商業類
ビジネス基礎（１年）

【 授業の目的 】

担当教員　鈴木 七海 先生

Q

Q

この授業のおもしろい・やりがいのある活動
は？

グループワークでみんなと話し合いながら、商品
の流通について調べる活動です。商品の流れを
知ることで、身近な生活と社会との繋がりを感じ
られるところが面白いです。

これまでの授業を通して身に付いたと思う
力は？

物事について自分で考え、考え抜く力を身につ
けることができました。

これから、この授業を通して身に付けたいこ
とや頑張りたいことは？

これからは、グループワークなどを通して、ビジネ
スに役立つコミュニケーション力を身につけたい
です。

商業類の魅力を一言で表すと？
活気があり、検定や資格習得に
向けてみんなで高め合いなが
ら努力しているところです。

Q

Q

Q

Q



Club  Activities

バスケットボール部（男女）
２年７組　松村 琴音
私たちは「地区1位」を目指し、仲間
と楽しく日々一生懸命練習に励んで
います。

剣道部
2年5組　佐藤　迅
僕たちは地区大会優勝を
目標に日々稽古に取り組ん
でいます。部活動の楽しさ
やおすすめポイントは、男女
問わず部員同士仲が良く、
積極的にアドバイスし合え
る関係にあるところです。

柔道部
2年3組　酒井 祐空
僕達柔道部は先輩後輩初心者経験者関係無く、互いに教え
合い、支え合う「自他共栄」の精神を先輩方から受け継ぎ、
大切にしています。個性豊かで愉快な仲間たちと一緒に取り
組む柔道は、とても楽しく、毎日充実した時間を過ごせます。

校外活動部
3年3組　山口 純哉
空手やダンス、太鼓等
各種イベントへの参加で
地域貢献。1・2年生の
部員を熱烈募集中！

建設環境類工業クラブ
３年４組　太田 樹奈
ものづくりコンテストや技能検定などを通して、建築・
土木・工業化学に関わる技術習得を目指せます！地
域の行事にも積極的に参加しているので、地域貢献
できます！

電気情報類工業クラブ
３年３組　山口 陽生
電気・情報の知識・技術を身に付け深め合い、新たな挑戦
として自分にあった趣味、楽しい思い出や経験を作ろう。

登山部
２年６組　加藤 匠峰
普段は長い距離を
走ったり、天気図の
作成などをしたりして、
週末はいろいろな山
に登っています。県新
人大会入賞を目標
に頑張っています。

小倉百人一首かるた部
小倉百人一首かる
た部は初心者から
始めて、全国大会
を目指し、学年関
係なく、楽しく活動
しています。

機械生産類工業クラブ
3年2組　猪口 陽向
資格取得に向けて自分のペースで活
動中。メカトロアイディアコンテストの
ロボット製作などイベントも全力挑戦！

バレーボール部（男女）
２年５組　鈴木 璃子
人数が少ない中でも、声を出すことを意識し、みんなで
協力しながら楽しく練習に取り組んでいます。

バドミントン部
２年６組　金子 湊亮
私たちは、地区大会での団体優勝を目標に日々の
部活動に励んでいます。バドミントンは初心者から始
めても楽しめるスポーツなのがおすすめです。

サッカー部（男）
3年5組　鈴木 歩武
私たちは県ベスト8を目標、人間形成を目的として活動して
います。3年生は最後の大会に向けて日々部活動に取り組ん
でいます。最高な仲間と共に試合に勝てるように頑張ります。

野球部（男）
２年４組　若山 悠真
甲子園出場を目指し
て毎日の練習を頑
張っています。人として
成長することを目的と
して活動しています。



部活動紹介部活動紹介

ソフトテニス部（男女）
２年４組　大滝   嵩
一人ひとりの個性を大切
にし、仲間と支え合いな
がら全員が成長できるよ
うに努力をしています。

写真部
3年1組　加藤 美鈴
コンテスト入賞を目指して頑張って
います。活動日は少ないのですが、
一人一人真剣に取り組んでいます。

吹奏楽部
３年７組　星野 たまき
鶴城吹部のサウンド
を楽しみにしている皆
さんに届けることが
できるよう、日々の練
習を頑張っています！

家庭研究部
3年7組　佐藤 心愛
和気あいあいとして仲がいい部活動です！
イベントごとにお菓子を作るのが楽しいです！

伝統文化部
3年3組　縮　聖矢
地域のイベントで和太鼓の演奏をし、喜んでいただけるこ
とがやりがいです。初心者大歓迎！新入部員募集中！

美術部
３年１組　髙橋 海華
油彩画、アクリル画、立体など様々な技法で制作してい
ます。コンクールに挑戦し多数賞を頂いています。

商業研究部 商業研究班
3年7組　関 菜々美
地域の課題解決に向けて活動しています。今年は大学生向け
バスツアーやバス停マップを作成しました。

商業研究部 簿記班
２年７組　佐竹 ひなの
簿記部です。上位資格の取得を目標に活動
しています。

商業研究部 ワープロ班
２年7組　渡部 春人
ワープロ部は年2回の大会に向け毎日活動しています。高速タイピング
を習得できるのでやり甲斐があります。

弓道部
2年7組　成田 蒼梧
弓道部は、日々仲間と切磋琢磨しながら技術の向上と精神面
での成長ができる部活動です。

レスリング部
２年６組　髙山 偉生
仲間と支え合い、日々の練習に全力で取り組んでいます！

陸上競技部
2年2組　西長 泰良
陸上競技部は幅広い種目で県入賞を目標に活動し
ています。全員で切磋琢磨し合い、ベスト更新を目指
します！

卓球部
2年1組　髙橋 健聖
初心者も高校からの人も全員楽しく練習!上手い下手
関係なく力を伸ばせるのがココの卓球部の魅力です。

ホッケー部（女）
3年7組　茂木 陽俐
東北三冠を目標に練習に励
んでいます。仲間と一つの目
標に向かってプレーする楽し
さと、得点したときの達成感
が魅力です。



米沢鶴城高校
公式インスタグラム

米沢鶴城高校
公式 X（エックス）

新高校に相応しい、生徒はもちろん保護者等の皆さまや先生方、そして関
係者の方 も々ワクワクする広報誌を作りたい！という思いから、PTA広報委
員会では昨年夏から話し合いをスタートさせました。ゼロベースからタイトル
やコンセプトを考え、掲載内容や紙面デザインを決定し１つの広報誌を
作っていく、というのは想像以上に大変でしたが、何と創刊号が「令和７年
度 東北地区高等学校PTA連合会 広報誌コンクール」で奨励賞を受賞！！
PTA広報委員の方をはじめ、紙面製作にご協力いただいた皆様、どうもあ
りがとうございました。今後も“手に取り、読みたくなる”“何度も見返したくな
る”広報誌を作っていきたいと思います。

上半期の活動紹介上半期の活動紹介
Topics

創刊号が「令和7年度 東北地区高等学校
PTA連合会広報紙コンクール」にて
「奨励賞」を受賞しました

入学式
4/8

M類先輩からのメッセージ
4/30

合同企業説明会
5/26

産業マルシェ
7/11

ものづくりコンテスト
東北大会
【化学分析部門】

7/25

B類2年企業見学バスツアー
7/15

1年ドッジボール大会
6/18

C類サーベイコンテスト
6/3

3年進路ガイダンス
6/11

B類鶴城商っぷ＋打ち合わせ
6/16

M類工場見学
6/23

E類1年事業所見学
7/17

C類3年石巻ボランティア
6/23

野球選手権大会（山中戦）
7/11

進路激励会
9/3

新人戦等壮行式
9/10

1年校内研修
4/10

B類集会
4/16

校歌応援歌練習
4/20

前期生徒総会
5/28

8/28の編集会議で
今回の広報誌作成のため、
真剣に写真を選びました。

PTA広報委員会


